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学習指導要領及び解説（道徳） 

（「生命を大切にする教育」に係る内容を抜粋） 

 

Ⅰ 小学校学習指導要領  

  第１章 総則 

   第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 

３ 道徳教育を進めるに当たっては，次の事項に配慮するものとする。 

 (2) 各学校においては，児童の発達の段階や特性等を踏まえ，指導内容

の重点化を図ること。その際，各学年を通じて，自立心や自律性，生

命を尊重する心や他者を思いやる心を育てることに留意すること。 

 

小学校学習指導要領解説 総則編（抄） 

第３章 教育課程の編成及び実施 

第６節 道徳教育推進上の配慮事項 

２ 指導内容の重点化（第１章第４の３（２）） 

生命を尊重する心は，生命の尊厳を感得し，生命ある全てのものを尊重

しようとする心のことである。生命を尊重する心の育成は，道徳教育を進

めるに当たって特に留意しなければならないこととして生命に対する畏敬

の念を生かすことを示しているように，豊かな心を育むことの根本に置か

れる重要な課題の一つである。いじめによる自殺などが社会的な問題とな

っている現在，児童が生きることを喜ぶとともに，生命に関する問題とし

て老いや死などについて考え，他者と共に生命の尊さについて自覚を深め

ていくことは，特に重要な課題である。 

 

小学校学習指導要領 

   第３章 特別の教科道徳 特別の教科 道徳編 

    第２ 内容 

学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要である道徳科においては，

以下に示す項目について扱う。 

Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること 

［生命の尊さ］  

〔第１学年及び第２学年〕 

生きることのすばらしさを知り，生命を大切にすること。 

〔第３学年及び第４学年〕 

生命の尊さを知り，生命あるものを大切にすること。 

〔第５学年及び第６学年〕 

生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものであるこ

とを理解し，生命を尊重すること。  

［自然愛護］ 

〔第１学年及び第２学年〕 

参考資料２ 



2 

 

身近な自然に親しみ，動植物に優しい心で接すること。  

〔第３学年及び第４学年〕 

      自然のすばらしさや不思議さを感じ取り，自然や動植物を大切にす

ること。 

〔第５学年及び第６学年〕 

自然の偉大さを知り，自然環境を大切にすること。 

［感動，畏敬の念］ 

    〔第１学年及び第２学年〕 

      美しいものに触れ，すがすがしい心をもつこと。 

    〔第３学年及び第４学年〕 

      美しいものや気高いものに感動する心をもつこと。 

    〔第５学年及び第６学年〕 

      美しいものや気高いものに感動する心や人間の力を超えたものに

対する 畏敬の念をもつこと。 

［よりよく生きる喜び］ 

    〔第５学年及び第６学年〕 

      よりよく生きようとする人間の強さや気高さを理解し，人間として

生きる喜びを感じること。 

 

小学校学習指導要領解説 特別の教科道徳 道徳編 

第３章 道徳科の内容 第２節 内容項目の指導の観点 

(1) 内容項目の概要  

生命を大切にし尊重することは，かけがえのない生命をいとおしみ，自ら

もまた多くの生命によって生かされていることに素直に応えようとする心の

表れと言える。ここでいう生命は，連続性や有限性を有する生物的・身体的

生命，さらには人間の力を超えた畏敬されるべき生命として捉えている。そ

うした生命のもつ侵し難い尊さが認識されることにより，生命はかけがえの

ない大切なものであって，決して軽々しく扱われてはならないとする態度が

育まれるのである。この内容項目は，主として人間の生命の尊さについて考

えを深めることが中心になるが，生きているもの全ての生命の尊さも大切に

考えなければならない。生命の尊さを概念的な言葉での理解とともに，自己

との関わりで，生きることのすばらしさや生命の尊さを考え，自覚を深めら

れるように指導することが求められる。そのためには，生命の尊さについて

考えを深めていくよう指導することが大切である。生命のかけがえのなさは

様々な側面から考えられる。家族や社会的な関わりの中での生命や，自然の

中での生命，さらには，生死や生き方に関わる生命の尊厳など，発達の段階

を考慮しながら計画的・発展的に指導し，様々な側面から生命の尊さについ

ての考えを深めていくことが重要である。 

 (2) 指導の要点 

 ■ 第１学年及び第２学年 

この段階においては，生命の尊さを知的に理解するというより，日々の生
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活経験の中で生きていることのすばらしさを感じ取ることが中心になる。例

えば，「体にはぬくもりがあり，心臓の鼓動が規則的に続いている」「夜はぐ

っすり眠り，朝は元気に起きられる」「おいしく朝食が食べられる」「学校に

来てみんなと楽しく学習や生活ができる」などが考えられる。 指導に当たっ

ては，これらの当たり前のことで見過ごしがちな「生きている証」を実感さ

せたい。また，自分の誕生を心待ちにしていた家族の思いや，自分の生命に

対して愛情をもって育んできた家族の思いに気付くなど，自分の生命そのも

ののかけがえのなさに気付けるようにすることが大切である。そのことを喜

び，すばらしいことと感じることによって，生命の大切さを自覚できるよう

にすることが求められる。 

■ 第３学年及び４学年 

この段階においては，現実性をもって死を理解できるようになる。そのた

め，特にこの時期に生命の尊さを感得できるように指導することが必要であ

る。例えば，病気やけがをしたときの様子等から，一つしかない生命の尊さ

を知ったり，今ある自分の生命は，遠い先代から受け継がれてきたものであ

るという不思議さや雄大さに気付いたりする視点も考えられる。指導に当た

っては，生命は唯一無二であることや，自分一人のものではなく多くの人々

の支えによって守り，育まれている尊いものであることについて考えたり，

与えられた生命を一生懸命に生きることのすばらしさについて考えたりする

ことが大切である。あわせて，自分と同様に生命あるもの全てを尊いものと

して大切にしようとする心情や態度を育てることが求められる。 

■ 第５学年及び６学年 

この段階においては，個々の生命が互いを尊重し，つながりの中にあるす

ばらしさを考え，生命のかけがえのなさについて理解を深めるとともに，生

死や生き方に関わる生命の尊厳など，生命に対する畏敬の念を育てることが

大切である。また，様々な人々の精神的なつながりや支え合いの中で一人一

人の生命が育まれ存在すること，生命が宿る神秘，祖先から祖父母，父母，

そして自分，さらに，自分から子供，孫へと受け継がれていく生命のつなが

りをより深く理解できるようになる。 指導に当たっては，家族や仲間とのつ

ながりの中で共に生きることのすばらしさ，生命の誕生から死に至るまでの

過程，人間の誕生の喜びや死の重さ，限りある生命を懸命に生きることの尊

さ，生きることの意義を追い求める高尚さ，生命を救い守り抜こうとする人

間の姿の尊さなど，様々な側面から生命のかけがえのなさを自覚し生命を尊

重する心情や態度を育むことができるようにすることが求められる。 
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Ⅱ 中学校学習指導要領  

  第１章 総則 

   第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 

３ 道徳教育を進めるに当たっては，次の事項に配慮するものとする。 

(2) 各学校においては，生徒の発達の段階や特性等を踏まえ，指導内容の

重点化を図ること。その際，小学校における道徳教育の指導内容を更

に発展させ，自立心や自律性を高め，規律ある生活をすること，生命

を尊重する心や自らの弱さを克服して気高く生きようとする心を育て

ること，法やきまりの意義に関する理解を深めること，自らの将来の

生き方を考え主体的に社会の形成に参画する意欲と態度を養うこと，

伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛するとと

もに，他国を尊重すること，国際社会に生きる日本人としての自覚を

身に付けることに留意すること。 

 

中学校学習指導要領解説 総則編（抄） 

第３章 教育課程の編成及び実施 

第６節 道徳教育推進上の配慮事項 

２ 指導内容の重点化（第１章第４の３（２）） 

(2) 生命を尊重する心や自分の弱さを克服して気高く生きようとする心

を育てること 

近年，生徒を取り巻く社会環境や生活様式も変化し，自然や人間との

関わりの希薄さから，いじめや暴力行為，自殺・自傷行為など生命を軽

視する行動につながり，社会問題になることもある。人間としての生き

方についての関心も高まるこの時期の生徒に，乳幼児や人生の先輩たち

と触れ合ったり，医師や看護師などから生命に関する話を聞く機会をも

ったり，生命倫理に関わる問題を取り上げ話し合ったりすることなど，

生命の尊さを深く考えさせ，かけがえのない生命を尊重する心を育成す

る取組が求められる。生命を十分に尊重できていない自らの弱さに気付

くとともに，それを克服して気高く生きようとする心を育てることにも

つながる。人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培っていくことは，

豊かな心を育むことの根本に置かれる課題の一つである。 

 

中学校学習指導要領 

   第３章 特別の教科道徳 特別の教科 道徳編 

    第２ 内容 

学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要である道徳科においては，

以下に示す項目について扱う。 

Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること 

 ［生命の尊さ］ 

 生命の尊さについて，その連続性や有限性なども含めて理解し，かけ

がえのない生命を尊重すること。 
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［自然愛護］ 

 自然の崇高さを知り，自然環境を大切にすることの意義を理解し，進

んで自然の愛護に努めること。 

 ［感動，畏敬の念］ 

 美しいものや気高いものに感動する心をもち，人間の力を超えたもの

に対する畏敬の念を深めること。 

 ［よりよく生きる喜び］ 

 人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする

心があることを理解し，人間として生きることに喜びを見いだすこ

と。 

 

中学校学習指導要領解説 特別の教科道徳 道徳編 

第３章 道徳科の内容 第２節 内容項目の指導の観点 

■内容項目の概要  

生命を尊ぶことは，かけがえのない生命をいとおしみ，自らもまた多くの

生命によって生かされていることに素直に応えようとする心の現れと言える。

ここで言う生命は，連続性や有限性を有する生物的・身体的生命に限ること

ではなく，その関係性や精神性においての社会的・文化的生命，さらには人

間の力を超えた畏敬されるべき生命として捉えている。そうした生命のもつ

侵し難い尊さが認識されることにより，生命はかけがえのない大切なもので

あって，決して軽々しく扱われてはならないとする態度が育まれるのである。 

生命を尊ぶためには，まず自己の生命の尊厳，尊さを深く考えることであ

る。生きていることの有り難さに深く思いを寄せることから，自己以外のあ

らゆる生命の尊さへの理解につながるように指導することが求められる。 

近年，生徒の生活様式も変化し，自然や人間との関わりの希薄さから，生

命あるものとの接触が少なくなり，生命の尊さについて考える機会を失いつ

つある。「生命の尊さ」という価値についての理解には，「生命」そのものに

対する理解が前提であり，しかもその豊かさと深まりが重要となる。また，

中学生の時期は，比較的健康に毎日が過ごせる場合が多いため，自己の生命

に対する有り難みを感じている生徒は決して多いとは言えない。身近な人の

死に接したり，人間の生命の有限さやかけがえのなさに心を揺り動かされた

りする経験をもつことも少なくなっている。このことが，生命軽視の軽はず

みな言動につながり，いじめなどの社会的な問題となることもある。 

■ 指導の要点 

    小学校の段階では，特に高学年で，個々の生命が互いを尊重し，つながり

の中にあるすばらしさを考え，生命のかけがえのなさについて理解を深める

とともに，生命に対する畏敬の念を育てられるよう指導している。 

    中学校の段階では，入学して間もない時期には，小学校段階からの生命の

かけがえのなさについての理解を一層深めるとともに，人間の生命の有限性

だけでなく連続性を考えることができるようになっている。学年が上がるに

つれて，生命について，連続性や有限性だけでなく，自分が今ここにいるこ
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との不思議（偶然性），社会的関係性や自然界における他の生命との関係性な

どの側面からより多面的・多角的に捉え，考えさせ，生命の尊さを理解でき

るようになり，かけがえのない生命を尊重することについてより深く学ぶこ

とができるようになる。 

指導に当たっては，まず，人間の生命のみならず身近な動植物をはじめ生

きとし生けるものの生命の尊さに気付かせ，生命あるものは互いに支え合っ

て生き，生かされていることに感謝の念をもつよう指導することが重要な課

題となる。例えば，それぞれの生命体が唯一無二の存在であること，しかも

それらは全て生きているということにおいて共通であるということ，自分が

今ここにいることの不思議（偶然性），生命にいつか終わりがあること，その

消滅は不可逆的で取り返しがつかないこと（有限性），生命はずっとつながっ

ているとともに関わりあっていること（連続性），生命体の組織や生命維持の

仕組みの不思議などを手掛かりに改めて考えさせることができる。そうした

学習を通して，自らの生命の大切さを深く自覚させるとともに，他の生命を

尊重する態度を身に付けさせることが大切である。 

さらに，理科や保健体育，技術・家庭などの他教科等での学習も踏まえつ

つ，生命倫理に関わる現代的な課題を取り上げ，話合い，多様な考えを交流

することにより，生命とは何か，その尊さを守るためにはどのように考えて

いったらよいかなど，生命尊重への学びをより深めることもできる。この内

容項目は，道徳科の内容全体に関わる項目であり，他の内容項目の指導にお

いても，生命尊重に関連する事項を扱う場合には，この内容項目との関連を

意識した指導に留意したい。また，あわせて教育活動全体の取組を通じて，

自己肯定感や自己有用感の高まりから，生徒一人一人の自尊感情を高めるこ

とにもつながるような指導の工夫も大切である。 


